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①ＳＳＨ事業について
　ＳＳＨ事業の成果や教育的意義につい
て整理し、生徒・保護者・地域に分かり
やすく伝えていきたい。新入生アンケー
トなどを通して生徒の意識や実態を把握
しながら、ＳＳＨ活動の充実と事業の継
続的な発展につなげていきたい。

②生徒確保と学校の魅力発信について
　学校説明会や中学校訪問等を通して、
本校の教育活動や進路実績、学校の魅力
について積極的に発信していきたい。ま
た、中学校との部活動での交流機会も積
極的に活用し、西条高校の魅力や進路状
況などを直接伝えることで、中学生や中
学校関係者に本校の特色を理解してもら
えるよう努めていきたい。

③教育活動の成果の可視化について
　学習指導や進路指導、ＳＳＨ活動等の
成果を数値や具体的事例、生徒の変容の
観点から整理していきたい。刊行物や
ホームページ等を通じて継続的に発信
し、教育効果が分かりやすく伝わるよう
工夫していきたい。

④定時制について
　個別支援体制を維持・強化し、基礎学
力の定着と進路保障を徹底していきた
い。日本語能力に乏しい外国籍生徒等へ
の日本語支援や相談体制の充実を図り、
「学び直しと多様性を支える教育の場」
としての役割を一層明確にしていきた
い。

①ＳＳＨ事業について
　ＳＳＨ事業は、本校の特色ある教育活動として
定着している。アンケート結果によると、「ＳＳ
Ｈの指定校であること」を理由に本校を選択した
生徒や保護者の割合が年々増加しており、本校の
魅力の一つとして認識されていることがうかがえ
る。今後もＳＳＨの取組や成果について、分かり
やすく発信してほしい。

②生徒確保と学校の魅力発信について
　現在、約17.7％の生徒が西条市外から通学して
いるが、県立高校再編や私学無償化の影響によ
り、生徒や保護者の進路選択は今後さらに多様化
することが予想される。教育内容や学校の魅力を
一層発信し、広域からの志願者確保につなげてい
く取組が必要である。

③教育活動の成果の可視化について
　教育活動は着実に行われており、教職員の努力
による成果も積み重ねられていると考えられる。
しかし、その成果が外部から見て十分に伝わって
いるとは言い切れない面もあるのではないか。成
果を外部に、より魅力的に発信する視点を意識す
ることが望ましい。

④定時制について
　定時制課程における高い出席率や進路決定率は
評価できる成果であり、多様な背景をもつ生徒へ
の支援体制についても着実な取組がなされてい
る。今後もその強みを生かし、支援体制の一層の
充実を図ることが望まれる。
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